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介護保険部会で意見がたたかわされる

　１１月１５日（月）社会保障審議会介護保険部会が行なわれた。マスコミ各社の情報を総合すると、被保険者・受給者の範囲の拡大については、基本的には賛成の方向で議論が進んだ様子である。ただ、保険料負担の年齢については様々な意見が出され、「拙速して結論を出すのではなく、慎重な議論が必要である」という意見も多く出された。

　厚労省は保険料を徴収する被保険者の年齢を現在の４０歳以上から２０歳以上に広げ、若年の障害者などもサービスの対象とした場合、都道府県や市町村の負担は２０１２年度で約２５００億円削減できるなどの試みの計算を示している、

　議論では、「障害者福祉は税で行なうべきか、保険で行なわれるべきかという根本議論が不十分だ」「障害者の考えをみまもりたい」などとする意見もあったが、介護保険の普遍化を支持する意見が多くを占めた模様。

　いずれにしても、具体的な考えが、まとまった状態にはいたっていない。

　この問題、来年正月以降にずれ込む可能性もあり、障害者団体のきちんとした取組みがますます求められる状況である。










